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CO₂排出量の削減

ドライバー負担の軽減

■

■

交通渋滞の緩和■

騒音や振動などの
環境負荷の低減

■

024-521-7813福島県生活環境部環境共生課
zero_carbon@pref.fukushima.lg.jp

私たちは、これからも再配達削減に取り組んでいきます

「令和７年度福島特定原子力施設地域振興交付金事業」を活用しています。

再配達を減らすメリット

全国の再配達率の動向

地球にも
、

人にも優
しい

取り組み
です

公益社団法人
福島県トラック協会

佐川急便
株式会社

西濃運輸
株式会社

ヤマト運輸
株式会社

福島県

日本郵便株式会社
東北支社

再配達率は減少傾向にある一方、宅配便の
取扱個数は年々増えています。
また、「第7次総合物流施策大綱」におい
て、令和7年度の再配達率の目標値は
7.5%であるのに対し、実績は8.3％程度
と、高止まりしています。

出典：
国土交通省［宅配便の再配達削減に向けて］
国土交通省報道発表［令和７年10月の宅配便の再配達率は約8.3％］

Point!

令和8年3月発行

再配達削減
プロジェクト

みんなでアクション

確実な受け取りで、CO₂を削減しよう
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再配達を減らす
ことができた

受取のストレスが
なくなった

非対面での受取が
しやすくなった

特にない

その他

0 50 100 150 200 250/人

設置しなかった■

宅配便の配達が
ある場合のみ
設置した

■

常に設置していた■

91人

86人

135人

207人

15人

42%

47%

11%

宅配バッグ
設置状況

この取り組みの詳細は県のホームページへ

モニターに選ばれた県民に、宅配バッグ
「OKIPPA」を配布し、実際の活用状況
や使用感などのアンケートに回答しても
らいました。（回答率100％）

モニター期間 令和５年10月１日～
令和６年１月３日

モニター参加者 300名（世帯）
実施期間中の宅配バッグ利用回数は、
全世帯合計で1,825回でした。

特　徴 おすすめの場面
　近年、ネットショッピングの普及により宅配便の取扱個数は増加し、それに伴う再配達による
ドライバーへの負担などが社会的な課題となっています。

　また、再配達は配送時のCO₂排出量の増加にもつながることから、2050年カーボンニュート
ラルの実現を目指す福島県では、令和5年度から物流事業者と連携して、県民の皆さまや事業者
の方々の協力を得ながら､｢みんなでアクション！再配達削減プロジェクト｣を進めてきました。

　このパンフレットでは、これまでの再配達削減プロジェクトの取組を紹介するとともに、再配達
を減らすための多様な荷物の受け取り方についてご案内しています。
　持続可能な社会の実現に向けて、皆さまと一緒にできる取組として、ぜひご活用ください。

P3

P4

P5 職場で受け取る（令和7年度｢みんなでアクション!職場受取活用プロジェクト｣）3

P6 再配達のこれからについて

自宅以外で受け取る（令和6年度｢みんなでアクション！宅配ロッカー活用プロジェクト」）2

自宅で受け取る（令和5年度｢みんなでアクション!置き配プロジェクト｣）1

「1回で受け取る」
その選択が、福島の未来をつくる

暮らしに合わせた荷物の受け取り方

本人や家族が受け取り可能な日時を指定したり、玄関や宅配バックなど指定した場
所に荷物を配達してもらう置き配などのサービスを利用する方法。

移動負担が少ない
受け取り時間の調整が可能
受け取り準備が可能
利用ハードルが低い
急な予定変更への対応が難しい
盗難・雨対策はセット(置き配の場合)

●
●
●
●
●
●

日中在宅している家族がいる
子育て中や在宅勤務で応対が難しい人
高額商品などを確実に受け取りたい
日用品・消耗品などの定期購入
大型・重量のある荷物
戸建てなど設置スペースがある

●
●
●
●
●
●

その他では、「留守でも安心して外出しやすい」「夜勤でも昼に起こされない」
などの意見がありました。

1自宅で受け取る

モニター期間中の利用状況

取り組み内容

宅配バッグを利用して良かったこと（複数回答）

CO₂排出抑制量

削減につながりました

※試算値855約

kg-CO₂

みんなでアクション！置き配活用プロジェクト

この取り組みのポイント

2 3
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一括集約型■
個別配達型■
予定あり
(半年以内）

■

条件が合えば
導入したい

■

検討中■
予定なし■

1～20名■
21～50名■
51～100名■
101名以上■

18%

49%

30%

16%

5%

7%
4%

16%31%

24%

職場受取の
実施状況

事業所の
従業員数

職場ルールを決定

従業員や配送業者に周知

職場受取の開始STEP3

STEP2

STEP1

◎Points!◎

◀この取り組みの
詳細は県の
ホームページへ

この取り組みの詳細は
県のホームページへ▶

受
け
取
り
方
法
を
決
め
た
ら
、
実
施
に
向
け
て
準
備
し
ま
し
ょ
う
！

STEP
02

STEP
03

STEP
01

最初は一部の部署や
期間限定での実施でも構いません。
運用しながら、自社に合った形を
見つけていきましょう！

周知の方法

周知する内容

導入で期待できる効果

職場での個人荷物の受け取りには、いくつか方法があります。それぞれの職場の規模や業務体制などに応じて無理のない形で
取り入れることが大切です。自社の実情に合った方法を選んで、３つのステップに沿ってはじめてみましょう！

職場で安心して荷物を受け取るために、事前に整理
しておきたいことを確認しておきましょう。

STEP1で決めた職場ルールを、利用者や関係者
に共有します。事前に伝えておくことで、トラ
ブルを防ぎスムーズに運用できます。

決めたルールをもとに、職場での荷物受け取り
を始めます。無理のない形で運用していきま
しょう。

職場での受け取り方法を、自社の
体制に合わせて選びましょう

例えば…
社内ポータル・掲示板
社内メール・チャット
部署ごとの説明会
朝礼・全体ミーティング
ポスター・掲示板

●
●
●
●
●

従業員（受取人）の負担軽減
再配達の手配や受け取り
調整の手間が減ります。

●

不在による持ち帰りが減り、
配送効率が向上します。
その結果、再配達による配送トラックから
排出されるCO₂の削減につながります。

再配達の削減●

トラブル防止のため、以下のような内容を禁止事項として定めることをおすすめします。

窓口での
受け取り

01

＜運用例＞
●宅配便は受付で受
け取る
●受付で一時保管・
管理し、その後、
本人へ引き渡す

利用者が
直接受け取り

02

＜運用例＞
●配達員が直接、利用者
本人へ届ける
●荷物は各自で管理する

宅配ロッカー
での受け取り

03

＜運用例＞
●配達員がロッカー
に荷物を格納

●利用者が好きな時
に受け取る

運用のポイント

どんな人が利用
できるのか？
受け取りは誰が
担当するのか？
プライバシーは
守られるのか？

●
　
●
　
●

トラブルが起きたら
どうするのか？
中身が壊れていたら
誰の責任か？
段ボールは職場で捨
てて良いか？

●
　
●
　
●

例えば…

荷物の種類・管理方法

どんな荷物なら受け取れるか（サイズ･重さ）？
受付窓口の対応時間はいつか？
受け取り場所はどこにするのか？
荷物はどこで保管するのか、その際の期限
はいつまでにするのか？

●
●
●
●

例えば…

例えば…
利用の範囲
受け取り場所・時間
禁止事項

●
●
●

問題が起きた
場合の対応
受け取り方法

●
　
●
窓口／デスク／　
宅配ロッカー

エコたんの
ワンポイント☀

配送業者と
相談しておきましょう

職場受取を行う際は、配送業者側のルールにも
十分に配慮しましょう。
受け取り場所や対応時間など、職場で決めた
ルールは配送業者にも共有しておくと安心です。

禁 止 事 項

業務外荷物の発送・返送

常温保存できないもの

危険性を有するもの

×
×
× 代金引換、着払いの荷物

現金や貴重品などの、 
トラブルのもとになり 
やすいもの

×

×

再配達を減らす取り組みを始めます

〇月〇日～

職場ルールを決めましょう！

開始前に社内への
周知を忘れずに♪ さあ！始めましょう！

みんなで減らそう、再配達！できるところから、
はじめてみよう

再配達ゼロへ！

福島県地球環境
保全キャラクター
エコたん

私たちは再配達削減に向けたプロジェクトを進めています。

公益社団法人
福島県トラック協会

佐川急便
株式会社

西濃運輸
株式会社

ヤマト運輸
株式会社

福島県

日本郵便株式会社
東北支社

024-521-7813福島県生活環境部環境共生課
詳しくはこちらから➡

https://www.pref.fukushima.lg.jp/
site/ontai/saihaitatsu-sakugen.html

「令和７年度福島特定原子力施設地域振興交付金事業」を活用しています。

当社では、再配達によりトラックから排出されるCO₂を
減らすため、個人の荷物を職場で受け取れる取り組みを
進めています。この機会にぜひご利用ください。

福島県地球環境
保全キャラクター
エコたん

担当
部署

あなたにも地球にも
やさしい取り組み、進めています

みんなでアクション！再配達削減プロジェクト

個人の荷物を、
職場で受け取る
　ことができます!

個人の荷物を、
職場で受け取る
　ことができます!

個人 荷物
職場 受け取る

取り組み内容

アンケート回答結果

各地にある
宅配ロッカーのイメージ▶

CO₂排出抑制量

削減につながりました

※試算値7.2約

t-CO₂

設 置 期 間 令和６年６月１日（土）～

設 置 場 所 県内29店舗
（令和８年２月28日時点）

株式会社ヨークベニマルの協力の下、
物流業界と連携して、県内店舗に宅配
ロッカーを設置しました。

取り組み内容

宅配ロッカー活用プロジェクト

記念セレモニー

特　徴 おすすめの場面

この取り組みのポイント

みんなでアクション！職場受取活用プロジェクト

職場での個人荷物の受け取りを推進するため、職場
受け取りの始め方を解説したパンフレットと、導入
した後に従業員や配送業者に周知するためのチラシ
を製作し、県内事業所に配布しました。
また、職場ルールのひな形を福島県ホームページで
公開し、取組の実践を後押ししました。
パンフレットでは、職場受け取りを実践するための
方法を3ステップで紹介しています。

個人荷物の配送先を勤務先の住所に指定し、職場で荷物を受け取ることができる　
ようにする方法。

仕事の“ついで”受け取り
自宅以外で安心して受け取れる
まとめ受け取りで効率化
職場ルールの整備がポイント

●
●
●
●

日中ほぼ不在（共働き・単身）
帰宅時間が不規則な人
オフィス常駐勤務の人
小型・中型の荷物

●
●
●
●

コンビニエンスストアや配送業者の営業所などの有人窓口、または宅配ロッカーを
受け取り場所として指定する方法。

自分のタイミングでの受け取りが可能
盗難リスクが低い
誤配が防げる
駅・買い物の“ついで”受け取り
自宅以外で安心して受け取れる
荷物の大きさ・保管期間等に制限

●
●
●
●
●
●

日中ほぼ不在（共働き・単身）
帰宅時間が不規則な人
自宅に置き配スペースがない
常温保管できる雑貨や書籍
贈り物など内緒で受け取りたい荷物
小型・中型の荷物

●
●
●
●
●
●

宅配ロッカー活用プロジェクトの実施にあたり、
物流事業者や株式会社ヨークベニマルの皆さん
と、再配達削減による温室効果ガスの排出削減を
図るため、記念セレモニーを行いました。

県内の事業所を対象に、職場受け取りに関するアンケートを実施しました。(回答数201)

回答事業所の約3割が職場受取を実施しています。実施事業所の約8割が従業員50名未満
で、小規模事業所でも取り組みやすい方法であるといえます。

3職場で受け取る2自宅以外で受け取る

▲周知用チラシ

▲職場受取解説パンフレット

みんなでアクション！宅配ロッカー活用プロジェクト

特　徴 おすすめの場面

この取り組みのポイント
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周知する内容

導入で期待できる効果

職場での個人荷物の受け取りには、いくつか方法があります。それぞれの職場の規模や業務体制などに応じて無理のない形で
取り入れることが大切です。自社の実情に合った方法を選んで、３つのステップに沿ってはじめてみましょう！

職場で安心して荷物を受け取るために、事前に整理
しておきたいことを確認しておきましょう。

STEP1で決めた職場ルールを、利用者や関係者
に共有します。事前に伝えておくことで、トラ
ブルを防ぎスムーズに運用できます。

決めたルールをもとに、職場での荷物受け取り
を始めます。無理のない形で運用していきま
しょう。

職場での受け取り方法を、自社の
体制に合わせて選びましょう

例えば…
社内ポータル・掲示板
社内メール・チャット
部署ごとの説明会
朝礼・全体ミーティング
ポスター・掲示板

●
●
●
●
●

従業員（受取人）の負担軽減
再配達の手配や受け取り
調整の手間が減ります。

●

不在による持ち帰りが減り、
配送効率が向上します。
その結果、再配達による配送トラックから
排出されるCO₂の削減につながります。

再配達の削減●

トラブル防止のため、以下のような内容を禁止事項として定めることをおすすめします。

窓口での
受け取り

01

＜運用例＞
●宅配便は受付で受
け取る
●受付で一時保管・
管理し、その後、
本人へ引き渡す

利用者が
直接受け取り

02

＜運用例＞
●配達員が直接、利用者
本人へ届ける
●荷物は各自で管理する

宅配ロッカー
での受け取り

03

＜運用例＞
●配達員がロッカー
に荷物を格納

●利用者が好きな時
に受け取る

運用のポイント

どんな人が利用
できるのか？
受け取りは誰が
担当するのか？
プライバシーは
守られるのか？

●
　
●
　
●

トラブルが起きたら
どうするのか？
中身が壊れていたら
誰の責任か？
段ボールは職場で捨
てて良いか？

●
　
●
　
●

例えば…

荷物の種類・管理方法

どんな荷物なら受け取れるか（サイズ･重さ）？
受付窓口の対応時間はいつか？
受け取り場所はどこにするのか？
荷物はどこで保管するのか、その際の期限
はいつまでにするのか？

●
●
●
●

例えば…

例えば…
利用の範囲
受け取り場所・時間
禁止事項

●
●
●

問題が起きた
場合の対応
受け取り方法

●
　
●
窓口／デスク／　
宅配ロッカー

エコたんの
ワンポイント☀

配送業者と
相談しておきましょう

職場受取を行う際は、配送業者側のルールにも
十分に配慮しましょう。
受け取り場所や対応時間など、職場で決めた
ルールは配送業者にも共有しておくと安心です。

禁 止 事 項

業務外荷物の発送・返送

常温保存できないもの

危険性を有するもの

×
×
× 代金引換、着払いの荷物

現金や貴重品などの、 
トラブルのもとになり 
やすいもの

×

×

再配達を減らす取り組みを始めます

〇月〇日～

職場ルールを決めましょう！

開始前に社内への
周知を忘れずに♪ さあ！始めましょう！

みんなで減らそう、再配達！できるところから、
はじめてみよう

再配達ゼロへ！

福島県地球環境
保全キャラクター
エコたん

私たちは再配達削減に向けたプロジェクトを進めています。

公益社団法人
福島県トラック協会

佐川急便
株式会社

西濃運輸
株式会社

ヤマト運輸
株式会社

福島県

日本郵便株式会社
東北支社

024-521-7813福島県生活環境部環境共生課
詳しくはこちらから➡

https://www.pref.fukushima.lg.jp/
site/ontai/saihaitatsu-sakugen.html

「令和７年度福島特定原子力施設地域振興交付金事業」を活用しています。

当社では、再配達によりトラックから排出されるCO₂を
減らすため、個人の荷物を職場で受け取れる取り組みを
進めています。この機会にぜひご利用ください。

福島県地球環境
保全キャラクター
エコたん

担当
部署

あなたにも地球にも
やさしい取り組み、進めています

みんなでアクション！再配達削減プロジェクト

個人の荷物を、
職場で受け取る
　ことができます!

個人の荷物を、
職場で受け取る
　ことができます!

個人 荷物
職場 受け取る

取り組み内容

アンケート回答結果

各地にある
宅配ロッカーのイメージ▶

CO₂排出抑制量

削減につながりました

※試算値7.2約

t-CO₂

設 置 期 間 令和６年６月１日（土）～

設 置 場 所 県内29店舗
（令和８年２月28日時点）

株式会社ヨークベニマルの協力の下、
物流業界と連携して、県内店舗に宅配
ロッカーを設置しました。

取り組み内容

宅配ロッカー活用プロジェクト

記念セレモニー

特　徴 おすすめの場面

この取り組みのポイント

みんなでアクション！職場受取活用プロジェクト

職場での個人荷物の受け取りを推進するため、職場
受け取りの始め方を解説したパンフレットと、導入
した後に従業員や配送業者に周知するためのチラシ
を製作し、県内事業所に配布しました。
また、職場ルールのひな形を福島県ホームページで
公開し、取組の実践を後押ししました。
パンフレットでは、職場受け取りを実践するための
方法を3ステップで紹介しています。

個人荷物の配送先を勤務先の住所に指定し、職場で荷物を受け取ることができる　
ようにする方法。

仕事の“ついで”受け取り
自宅以外で安心して受け取れる
まとめ受け取りで効率化
職場ルールの整備がポイント

●
●
●
●

日中ほぼ不在（共働き・単身）
帰宅時間が不規則な人
オフィス常駐勤務の人
小型・中型の荷物

●
●
●
●

コンビニエンスストアや配送業者の営業所などの有人窓口、または宅配ロッカーを
受け取り場所として指定する方法。

自分のタイミングでの受け取りが可能
盗難リスクが低い
誤配が防げる
駅・買い物の“ついで”受け取り
自宅以外で安心して受け取れる
荷物の大きさ・保管期間等に制限

●
●
●
●
●
●

日中ほぼ不在（共働き・単身）
帰宅時間が不規則な人
自宅に置き配スペースがない
常温保管できる雑貨や書籍
贈り物など内緒で受け取りたい荷物
小型・中型の荷物

●
●
●
●
●
●

宅配ロッカー活用プロジェクトの実施にあたり、
物流事業者や株式会社ヨークベニマルの皆さん
と、再配達削減による温室効果ガスの排出削減を
図るため、記念セレモニーを行いました。

県内の事業所を対象に、職場受け取りに関するアンケートを実施しました。(回答数201)

回答事業所の約3割が職場受取を実施しています。実施事業所の約8割が従業員50名未満
で、小規模事業所でも取り組みやすい方法であるといえます。

3職場で受け取る2自宅以外で受け取る

▲周知用チラシ

▲職場受取解説パンフレット

みんなでアクション！宅配ロッカー活用プロジェクト

特　徴 おすすめの場面

この取り組みのポイント
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再配達率の推移（％）
19.0
17.0
15.0
13.0
11.0
9.0
7.0
5.0

宅配便の取扱個数（億個）
52.0
50.0
48.0
46.0
44.0
42.0
40.0
38.0

50.7

R5

50.6

R4

49.5

R3

48.4

R2

43.2

R元

43.1

H30

42.5

H29

H29.10

15.5

H29.10

15.5

H30.4

15.0

H30.4

15.0

H30.10

15.2

H30.10

15.2

H31.4

16.0

H31.4

16.0

R元.10

15.0

R元.10

15.0

R2.4

8.5

R2.4

8.5

R2.10

11.4

R2.10

11.4

R3.4

11.2

R3.4

11.2

R3.10

11.9

R3.10

11.9

R4.4

11.7

R4.4

11.7

R4.10

11.8

R4.10

11.8

R5.4

11.4

R5.4

11.4

R5.10

11.1

R5.10

11.1

R6.4

10.4

R6.4

10.4

R6.10

10.2

R6.10

10.2

R7.4

9.5

R7.4

9.5

R7.10

8.3

R7.10

8.3

CO₂排出量の削減

ドライバー負担の軽減

■

■

交通渋滞の緩和■

騒音や振動などの
環境負荷の低減

■

024-521-7813福島県生活環境部環境共生課
zero_carbon@pref.fukushima.lg.jp

私たちは、これからも再配達削減に取り組んでいきます

「令和７年度福島特定原子力施設地域振興交付金事業」を活用しています。

再配達を減らすメリット

全国の再配達率の動向

地球にも
、

人にも優
しい

取り組み
です

公益社団法人
福島県トラック協会

佐川急便
株式会社

西濃運輸
株式会社

ヤマト運輸
株式会社

福島県

日本郵便株式会社
東北支社

再配達率は減少傾向にある一方、宅配便の
取扱個数は年々増えています。
また、「第7次総合物流施策大綱」におい
て、令和7年度の再配達率の目標値は
7.5%であるのに対し、実績は8.3％程度
と、高止まりしています。

出典：
国土交通省［宅配便の再配達削減に向けて］
国土交通省報道発表［令和７年10月の宅配便の再配達率は約8.3％］

Point!

令和8年3月発行

再配達削減
プロジェクト

みんなでアクション

確実な受け取りで、CO₂を削減しよう
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